
日
吉
神
社
は
大
阪
府
高
槻
市
古

曽
部
町
の
地
主
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
お
り
、
高
台
に
あ
る
境
内
か
ら

は
遥
か
生
駒
山
脈
を
も
一
望
で
き

る
。
古
曽
部
は
古
く
は「
社
戸
」

「
許
曽
部
」な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、

神
社
に
係
る
者
を
意
味
す
る
姓
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

創
建
の
年
月
は
不
詳
と
さ
れ

る
が
、
天
武
天
皇
一
三
年
甲
申

（
六
八
四
）に
詔
勅
に
よ
り
祀
ら
れ

た
と
伝
わ
る
。
ま
た
口
伝
に
よ
る

と
、
天
正
元
年（
一
五
七
三
）荒
木

村
重
が
織
田
信
長
に
謁
し
て
芥
川

城
を
堕
と
し
た
武
功
を
賞
さ
れ
摂

津
守
に
任
じ
ら
れ
た
折
、
こ
の
地

に
正
倉
を
創
建
し
近
江
国
滋
賀
郡

の
日
吉
大
社
か
ら
御
分
霊
を
勧
請

し
て
祀
っ
た
の
が
起
源
と
い
う
。

以
来
元
和
五
年（
一
六
一
九
）

松
平
家
信
の
例
に
始
ま
り
、
祭
典

の
折
に
歴
代
高
槻
城
主
ら
に
よ
り

乗
馬
が
献
上
さ
れ
た
。
社
名
は
元

は
山
王
権
現
と
称
し
た
が
、
後
に

日
吉
神
社
と
改
め
ら
れ
、
明
治 

五
年
に
は
村
社（
旧
社
格
）に
列

せ
ら
れ
た
。

現
在
の
社
殿
は
、
江
戸
時
代
の

慶
長
一
九
年（
一
六
一
四
）に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
殿
は
神

明
造
・
檜
皮
葺
に
彩
色
を
施
さ
れ

て
お
り
、
正
面
中
央
の
蟇
股
に
三

猿
と
唐
松
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

末
社
で
あ
る
市
杵
島
神
社
は 

明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）頃
に
弁

財
天
社
が
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
、

慶
安
五
年（
一
六
五
二
）の
旱
魃

の
折
に
日
吉
神
社
で
祈
願
さ
れ
た

雨
乞
い
の
後
に
水
が
噴
き
出
し
弁

財
天
像
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
功
徳
水
と
名
付
け
弁
財
天
を

祀
っ
た
の
が
起
源
で
あ
る
。

境
内
は
三
八
五
坪
を
有
し
、

参
道
に
あ
る
石
鳥
居
に
は
東
郷 

平
八
郎
の
筆
に
よ
る
額
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

本殿

日
吉
神
社

 

ひ
よ
し
じ
ん
じ
ゃ
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【おしらせ】
Youtube 動画が
下記QRよりご覧
いただけます。
語りは当社宮司
です。是非ご視聴
くださいませ。
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